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雇
用
回
復
め
ぐ
る
嘘
と
真
実

課
題
は
失
業
か
ら
労
働
力
不
足
へ

世
の
中
に
は
、
強
い
政
治
的
な
色
眼
鏡
で
し
か
経
済
状
況
を
見
な
い
人
た
ち
が
い
る
。
ア
ン
チ
安
倍
政
権
の
立
場
で
極

度
の
政
治
的
色
眼
鏡
を
掛
け
て
い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
現
政
権
下
で
の
景
気
の
回
復
に
伴
う
失
業
率
の
低
下
や
有
効

求
人
倍
率
の
上
昇
が
示
す
雇
用
の
回
復
も

「嘘
」
や

「だ
ま
し
」
に
見
え
る
ら
し
い
。
そ
う
し
た
言
説
が
ト
ン
デ
モ
論
で

あ
る
こ
と
を
示
そ
う
。
事
実
を
素
直
に
見
詰
め
れ
ば
、
景
気
回
復
の
持
続
で
日
本
経
済
の
中
心
課
題
は
、
雇
用
の
回
復
か

ら
労
働
力
不
足
に
移
行
し
た
。
経
済
成
長
率
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
人
工
知
能

（Ａ
Ｉ
）
。
ロ
ボ
ッ
ト
化
に
よ
る
労
働
の

代
替
な
ど
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

横
行
す
る
ト
ン
デ
モ
論

景
気
回
復
の
持
続
で
、
失
業
率
は
２

・

８
％

（６
月
）
と
過
去
２５
年
で
最
も
低
い

水
準
ま
で
低
下
、
有
効
求
人
倍
率
は

１
９
８
０
年
代
末
の
バ
ブ
ル
期
に
も
な
か

っ
た
１

．
５‐
倍

（同
）
ま
で
上
昇
し
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
下
の
景
気
回
復
を

嘘
や
だ
ま
し
と
論
じ
る
言
説
が
後
を
絶
た

な
い
よ
う
だ
。
そ
う
し
た
ト
ン
デ
モ
論
を

幾
つ
か
拾
い
上
げ
て
み
よ
う
。

そ
の
１

¨
失
業
率
の
低
下
は
、
団
塊
の

世
代
な
ど
の
退
職
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
に
よ
る
見
せ
か
け
の
改
善
に
す
ぎ

な
い
。

引
用

¨
「
日
本
の
完
全
失
業
率
が
３
％

を
切
っ
た
の
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
お
か

げ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
口
構
造
の
変
化

に
よ
り
雇
用
環
境
が
改
善
し
て
い
る
風
に

『
見
え
る
』
と
し
か
説
明
の
し
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。
（中
略
）
も
し
本
当
に
そ
う

で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
就
業
者
数
が
増
え

る
は
ず
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
就

業
者
数
は
す
で
に
頭
打
ち
に
な
り
、
下
落

を
始
め
て
い
ま
す
」
Ｔ
一橋
貴
明

「『完
全

失
業
率
３
％
未
満
の
日
本
』
と
い
う
幻
。

政

府

の
嘘

と

カ

ラ

ク

リ

を

暴

け

」

〓
Ｏ
Ｚ
国
く
く
〇
【ｏ
口
、
２
０
１
７
年

４
月

４
日
）

こ
こ
で
三
橋
氏
が
挙
げ
て
い
る
就
業
者

数
の
デ
ー
タ

（総
務
省
統
計
局
）
は
、

１５

年
Ｈ
月
か
ら
１７
年
２
月
ま
で
の
極
め
て
短

い
期
間
の
も
の
だ
。
し
か
も
、
就
業
者
の

龍
谷
大
学
経
済
学
部
教
授

竹
中
正
治

た
け
な
か
・
ま
さ
は
る
　
７９
年
東
大

経
卒
、
東
京
三
菱
銀
行
（現
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）為
替
資
金
部
次
長
、
調

査
部
次
長
、
ワ
シ
ン
ト
ン
駐
在
員
事

務
所
長
な
ど
を
経
て
、

０７
年
１
月
国

際
通
貨
研
究
所
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
ｏ

０９
年
４
月
か
ら
現
職
。

１２
年
京
都

大
学
博
士
（経
済
学
）。著
作
に
「稼
ぐ

経
済
学
Ｌ
光
文
社
）
、
「な
ぜ
人
は
市

場
に
踊
ら
さ
れ
る
の
か
？
穴
日
本
経

済
新
聞
出
版
社
）
な
ど
。

減
少
が
始
ま
っ
て
い
る
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
の
は
、

１７
年
１

～

２
月
の
デ
ー

タ
だ
け
だ
。
同
氏
の
偽
り
の
主
張
は
、
同

デ
ー
タ
を
も
っ
と
長
い
期
間
で
見
れ
ば
歴

然
と
す
る

（図
表
１
）
。

季
節
調
整
し
て
い
な
い
就
業
者
デ
ー
タ

は
、
毎
年
１
～

３
月
に
減
少
し
て
４

～

６
月
期
に
増
え
る
季
節
的
な
変
動
を
す
る
。

こ
れ
は
日
本
の
年
度
が
３
月
期
末
、
４
月

期
初
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
退
職
す
る
場

合
は
１
～

３
月
が
多
く
、
就
職
す
る
場

合
は
４

～

６
月
が
多
く
な
る
か
ら
に
す

ぎ
な
い
。
図
表
１
が
の
こ
ぎ
り
の
歯
の
よ

う
な
季
節
的
な
変
化
を
示
し
て
い
る
の
は

そ
の
た
め
だ
。
従

っ
て
、

１７
年
１

～

２
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月
の
デ
ー
タ
で
減
少
し
て
い
る
か
ら
就
業

者
数
の
減
少
が
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
の

は
、
こ
の
デ
ー
タ
の
季
節
的
な
変
動
の
特

性
を
知
ら
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
わ
ざ
と

無
視
し
て
い
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
ｃ

さ
ら
に
重
要
な
点
は
、
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
を
見
る
な
ら
ば
、
日
本
の
団
塊
の

世
代
が
６５
歳
に
な

っ
た
の
は
１３
年
前
後
で

あ
る
か
ら
、

１３
年
を
含
ん
だ
も
っ
と
長
期

の
推
移
を
見
る
必
要
が
あ
る
。

１３
年
以
降

の
失
業
率
の
低
下
が
主
に
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
総

就
業
者
数
、
総
雇
用
者
数
は
１３
年
以
降
に

減
少
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
横
ば
い
で

．
ｔ
，〕

，
・

Ｖ
一
爾,111.1わ

1.'

力

００

００

００

００

０。

０。

０。

明

６６

６５

６４

６３

６２

６‐

６。

あ
る
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
、
デ
ー
タ
が
示

す
事
実
は
真
逆
で
あ
る
。
就
業
者
数
は
０７

年
を
ピ
ー
ク
に
１２
年
ま
で
減
少
し
た
後
、

‐３
年
か
ら
増
加
に
転
じ
、
現
在
ま
で
増
加

傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。

１３
年
以
降
の
失

業
率
の
低
下
が
、
一雇
用
と
就
業
の
増
加
を

伴

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
だ
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
憎

し

？

そ
の
２

¨
有
効
求
人
倍
率
の
上
昇
は
、

景
気
回
復
の
結
果
で
は
な
く
、
労
働
力
人

口
の
減
少
な
ど
を
反
映
し
た
有
効
求
職
者

数
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

引
用

¨
「第
１
に
注
目
す
べ
き
は
、
求

職
者
の
減
少
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
だ
。

有
効
求
人
倍
率
は
、
（分
子
で
あ
る
）
求

人
数
の
増
加

（
つ
ま
り
、
一屋
用
条
件
の
改

善
）
だ
け
で
な
く
、
（分
母
で
あ
る
）
求

職
者
の
減
少

（
つ
ま
り
、
人
手
不
足
の
深

刻
化
）
に
よ
っ
て
も
上
昇
す
る
。
長
期
的

に
見
て
も
有
効
求
人
倍
率
は
上
昇
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、
求
人
数
が
増
え
た
こ
と
に

も
よ
る
が
、
労
働
力
人
日
の
減
少
に
よ
っ

て
求
職
者
が
減

っ
た
こ
と
の
影
響
も
あ

る
」
（野
口
悠
紀
雄

「有
効
求
人
倍
率
が

高
く
て
も
、
決
し
て
歓
迎
で
き
な
い
理
由
」

ダ

イ

ヤ

モ

ン
ド

・
オ

ン

ラ

イ

ン
、

２
０
１
６
年
６
月
９
日
）

野
口
氏
は
ア
ン
チ

・
リ
フ
レ
派
の
立
場

で
あ
る
が
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
議
論
の

で
き
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
だ
と
思
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
前
記
の
主
張
は

「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
憎
し
」
で
目
が
曇

っ
た
と
し
か
思
え

な
い
。
や
は
り
、
も
っ
と
長
期
の
デ
ー
タ

で
有
効
求
職
者
数
、
な
ら
び
に
有
効
求
人

数
と
失
業
率
の
関
係
を
見
る
と
、
同
氏
の

認
識
の
ゆ
が
み
は
明
瞭
だ
。

そ
れ
を
示
し
た
の
が
、
図
表
２
で
あ
る
。

０３
年
か
ら
の
推
移
を
見
る
と
、
失
業
率
の

変
化
と
有
効
求
職
者
数
の
変
化
が
ぴ

っ
た

り
と
連
動
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

０３

年
か
ら
０７
年
ま
で
の
景
気
回
復
期
に
は
求

職
者
数
は
減
り
、

０８
～
０９
年
の
不
況
期
に

増
加
し
、

１０
年
の
景
気
回
復
期
か
ら
ま
た

減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
ｃ　
一
方
、
有

効
求
人
数
は
失
業
率
と
反
対
に
変
化
し
て

い
る
。
こ
の
変
化
は
景
気
循
環
を
反
映
し

て
お
り
、
生
産
年
齢
人
日
の
変
化
と
は
ほ

と
ん
ど
関
係
が
な
い
。

実
際
、

０３
年
以
降
の
求
職
者
数
の
変
化

と
失
業
率
の
変
化

（
い
ず
れ
も
前
年
同
期

比
）
の
相
関
関
係
を
計
測
す
る
と
、
最
大

で
１

・
０
と
な
る
相
関
係
数
は
０

。
９３
と

極
め
て
高
い
。
景
気
回
復
局
面
で
は
当
然

失
業
率
は
下
が
る
わ
け
だ
が
、
求
職
者
数

も
連
動
し
て
下
が
る
。
な
ぜ
な
ら
職
を
得

や
す
く
な
り
、
し
か
も
失
業
中
の
人
間
が

減
る
の
だ
か
ら
、　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
職
を

求
め
に
来
る
人
の
数
も
当
然
減
る
の
だ
。

逆
に
不
況
下
で
は
、
失
業
者
が
増
え
る
だ

け
で
な
く
、
職
を
得
難
く
な
る
の
で
、
何

度
も

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
来
る
人
が
増
え
る
。

必
然
的
に
求
職
者
数
は
増
え
る
。
求
人
数

の
変
化
は
、
そ
れ
と
ち
ょ
う
ど
逆
に
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
長
期
的
に
労
働
力
人
口
が

減
れ
ば
求
職
者
数
の
数
は
減
る
の
は
当
然

な
の
だ
が
、
短
期

。
中
期
で
は
景
気
動
向

を
反
映
し
て
求
職
者
数
が
増
減
す
る
程
度

の
方
が
は
る
か
に
大
き
い
。
つ
ま
り
、
求

職
者
数
の
減
少
自
体
が
景
気
の
回
復
、
一屋

用
の
回
復
の
結
果
な
の
で
あ
る
。
従

っ
て

「有
効
求
人
倍
率
の
上
昇
は
、
求
職
者
数

の
減
少
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る

側
面
も
強
い
」
た
め
で
、
景
気
が
回
復
し

(万 人 )

２５
　
２。
　
１５
　
‐０
　
５
　
　
ω

の
７。
　
６。
　
５。

(図表1)総就業者数と総雇用者数の推移
(万 人)
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(出所)総務省統計局

〈図表2〉失業率と有効求職者数の推移

―一 就業者 (左 目盛り)

…・・‐雇用者(右 目盛り)

350

300

10

00

(出 所)厚生労働省、総務省統計局

――… 失業率 (左 目盛り%)

一
有効求職者数 (右 目盛り)

・Ⅲ……・有効求人数(右目盛り)

20030405060708091011 121314151617

2017824[木 ]金融財政ビジネス 第3種郵便物認可



(図表3〉雇用形態別雇用者数増減(前年同期比)

(万 人 )

150

100

50

■■■■非正規雇用者数前年同期比増減
‐…… 雇用者数前年同期比増減

響 %鍵 鍵%鴇 縄 13縄 縄縄健穐穐耗Ξ

〈図表4〉正規雇用者数(25～64歳)/25～ 64歳人口
(人 )

10,000

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3.000

2,000

1,000

0

た
結
果
で
は
な
い
と
い
う
同
氏
の
認
識
は

実
に
奇
妙
と
言
う
し
か
な
い
。

正
規

雇

用
も
増

え

て
い
る

そ
の
３

¨
一屋
用
が
増
え
て
も
非
正
規
雇

用
ば
か
り
で
あ
り
、
正
規
雇
用

（正
社
員
）

は
増
え
て
い
な
い
。

こ
れ
は
特
定
の
論
者
と
い
う
よ
り
は
、

世
間

一
般
に
流
布
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で

あ
る
。
と
り
わ
け
１４
年
１２
月
の
総
選
挙
時

に
、
野
党
が
安
倍
内
閣

へ
の
批
判
と
し
て

強
調
し
た
こ
と
で
も
あ
る
。
ま
ず
図
表
３

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
確
か
に
、

１３
年

に
は
正
規
雇
用
の
減
少
、
非
正
規
一雇

用

（パ
ー
ト
な
ど
）
の
増
加
が
見
ら

れ
る
が
、

１４
年
に
は
そ
の
傾
向
は
消

え
、

‐５
年
以
降
は
正
規
一屋
用
の
増
加

が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

・５＞
　
る
。

つ
ま
り

「増
え
る
の
は
非
正
規

η
　
一雇
用
ば
か
り
」
と
い
う
の
は
過
去
の

２。
　
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

・夕
　
　
そ
れ
で
も
、
雇
用
者
全
体
に
占
め

げ
　
る
正
規
一雇
用
の
比
率
は
下
が
り
続
け

値
　
て
い
る

（非
正
規
一雇
用
の
比
率
が
上

調
　
が
り
続
け
て
い
る
）
と
思
っ
て
い
る

節
　
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
は
ト
ン

続
　
デ
モ
論
と
い
う
よ
り
は
、
私
た
ち
が

師
　
デ
ー
タ
を
見
る
時
に
そ
の
前
提
と
な

っ
て
い
る
条
件
の
変
化
に
気
が
付
か

な
い
結
果
、
解
釈
を
誤
る
例
だ
と
言
え
よ

う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
の
論

考
か
ら
引
用
し
て
お
こ
う
。

引
用

¨
「問
題
は
、
正
規
雇
用
者
比
率

の
増
減
を
、
何
を
分
母
に
判
断
す
る
か
だ
。

通
常
豊
雇
用
者
数
全
体
に
対
す
る
比
率
で

議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
確
か

に
非
正
規
一屋
用
者
の
比
率
は
上
が
り
、
正

規
雇
用
者
比
率
は
低
下
し
て
い
る
。
も
っ

と
も
、
そ
れ
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
始
ま
っ

た
こ
と
で
は
な
く
、
１
９
９
０
年
代
か
ら

の
ト
レ
ン
ド
だ
」
「
し
か
し
、

６５
歳
以
上

の
人
口
が
増
え
る
方
向
に
人
口
構
成
が
大

き
く
変
わ
り

つ
つ
あ
る
日
本
の
状
況
を

考
え
る
と
、
一屋
用
者
数
全
体
に
対
す
る

比
率
で
見
る
こ
と
は
必
ず
し
も
妥
当
で

は
な
い
。
通
常
、
正
規
雇
用
の
対
象
と

な
る
の
は
学
校
卒
業
か
ら
引
退
す
る
ま

で
の
生
産
年
齢
人
口
で
あ
る
。
就
学
中

の
学
生
が
正
規
一屋
用
で
あ
る
こ
と
は
あ

り
得
な
い
し
、
ま
た
引
退
し
た
高
齢
者

が
、
年
金
の
補
完
な
ど
の
た
め
に
就
業

す
る
時
は
、
正
規
雇
用
で
な
い
場
合
が

一
般
的
だ
か
ら
だ
。
し
た
が
っ
て
、
生

産
年
齢
人
口
に
対
す
る
同
じ
年
齢
層
の

正
規
一雇
用
者
数
の
比
率
を
見
る
必
要
が

あ
る
」
（竹
中
正
治

「円
安
ボ
ー
ナ
ス

期
終
了
後
の
日
本
経
済
」
ロ
イ
タ
ー

・

コ
ラ
ム
、
２
０
１
６
年
７
月
１
日
）

そ
れ
を
示
し
た
の
が
図
表
４
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
２５
～
６４
歳
人
口
に
占
め
る
同
じ

年
齢
層
の
正
規
雇
用
者
の
比
率
を
示
し
て

あ
る
。
見
て
分
か
る
通
り
、
１
９
９
０
年

代
を
ピ
ー
ク
に
下
が
る
が
、
２
０
０
５
年

を
底
に
上
昇
に
転
じ
、
特
に
直
近
の
２
年

間
上
昇
の
テ
ン
ポ
が
速
く
な
っ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
生
産
年
齢
人
口
の
漸
減
と
い

う
人
口
構
成
の
変
化
を
考
慮
す
れ
ば
、
正

規
雇
用
者
も
含
め
て
雇
用
の
回
復
が
進
ん

で
い
る
の
だ
。

も
ち
ろ
ん
、

６５
歳
以
上
も
フ
ル
タ
イ
ム

で
正
規
雇
用
が
望
ま
し
い
と
言
う
の
で
あ

れ
ば
、
話
は
別
で
あ
る
。
し
か
し
子
育
て

も
終
わ
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
も
返
済
し
た
高

齢
者
が
年
金
の
補
完
の
た
め
に
働
く
場
合

も
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
正
規
雇
用
が
望
ま
し

い
の
だ
ろ
う
か
。
高
齢
者
自
身
、
そ
ん
な

こ
と
は
望
ん
で
い
な
い
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

実
際
は
高
齢
者
の
事
情
も
人
さ
ま
ざ
ま

で
ぁ
り
、

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
雇
用
者

も
非
正
規
雇
用
ば
か
り
で
は
な
い
。

６５
歳

以
上
の

一
つ
の
特
徴
は
企
業
役
員
が
多
い

こ
と
だ

（現
在
約
１
０
０
万
人
）
。

６５
歳

以
上
人
口
に
占
め
る
６５
歳
以
上
の
就
業
者

％

５。

４９

４８

43

42

41

40
9888990992939495969798992皿 創 020304050607080910111213141516(年 )

(出 所)国 勢調査、労働力統計

―――・ 正規雇用者数25～ 64歳 /25～ 64歳総人口

一
正規雇用者数25～ 64歳 (万 人)(右 目盛り)

―"｀
‐25～ 64歳人口(万人)(右目盛り)
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（７
７
０
万
人
、

１６
年
）
の
比
率
は
２
割

余
り
で
、
足
元
で
は
少
し
上
向
い
て
い
る
。

同
じ
く
一雇
用
者
数
は
５
０
１
万
人
（１６
年
）

で
、
そ
れ
に
占
め
る
役
員
と
正
規
一雇
用
の

比
率
は
約
４
割
で
あ
る
。

恣

意

的

な
分

析

も

そ
の
４

¨
日
本
全
体
の
労
働
総
投
入
量

と
し
て
の

「延
べ
就
業
時
間
」
は
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
下
で
減
少
に
転
じ
た
。

１５
年
以

降
は
微
増
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
労
働
生

産
性
が
低
下
し
た
結
果
で
あ
る
。

引
用

¨
「経
済
学
の
上
で
正
し
い
一雇
用
、

あ
る
い
は
就
業
の
指
標
は
、
延
べ
就
業
時

間
で
あ
る
。
（中
略
）
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が

始
ま
る
と
、
そ
れ
が
減
少
に
転
じ
た
。
た

だ
し
、

‐５
年
以
降
は
微
増
に
転
じ
て
い
る

が
、
未
だ
に
１２
年
の
水
準
に
は
戻

っ
て
い

な
い
」
「現
在
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
が

ほ
と
ん
ど
止
ま
り
、
そ
れ
が
逆
に
延
べ
就

業
時
間
の
拡
大
を
支
え
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
」
（服
部
茂
幸

「偽
り
の
経
済
政
策
」

「第
２
章

一雇
用
は
増
加
し
て
い
な
い
」
岩

波
新
書
、

１７
年
５
月
２０
日
）

こ
れ
が
最
も
手
の
込
ん
だ
ト
ン
デ
モ
論

で
あ
る
。
日
本
全
体
の
労
働
総
投
入
量
を

示
す

「延
べ
就
業
時
間
」
に
注
目
す
る
の

は
良
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
図
表
５
が
示

す
通
り
、
日
本

の
延
べ
就
業
時
間
は
、

１
９
９
０
年
代
初
頭
の
時
短
に
始
ま
り
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
以
前
か
ら
ず

っ
と
減
少

基
調
で
、

９０
年
以
降
、
年
平
均
約
０

。

５
％
で
減
少
し
て
き
た
。
２
０
０
０
年

以
降
の
減
少
率
は
、
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
に
ほ
ぼ
見
合

っ
て
い
る
ｃ
そ
し
て

査
　
１５
年
～
１６
年
は
２
年
続
け
て
増
加
に
転

綱
　
じ
、
年
平
均
０
。３
％
の
増
加
だ
。

渤
　
１
９
９
１
年
か
ら
見
る
限
り
、
２
年
連

錮　いな鬱］̈一̈［『̈一”̈“罐

師

明

変

数

（
要

因

）

と

し

て
、

実

質

励
　
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（国
内
総
生
産
）
の
変
化

の
ほ

出
　
か
に

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
ｏダ
ミ
ー
変
数
」

を
２
０
１
４

～
１６
年

の
期
間
に
つ
い
て

設
定
す
る
。
通
常
、
こ
の
種
の
ダ
ミ
ー
変

数
は
次
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

個
人
消
費
の
増
減
を
対
象
に
時
系
列
の
回

帰
分
析
を
す
る
際
に
、

１４
年
４
月
の
消
費

税
の
引
き
上
げ
の
よ
う
な
１
回
限
り
の
出

来
事
が
生
じ
た
場
合
に
有
効
だ
。

つ
ま
り
、

そ
の
出
来
事
の
直
前
と
直
後
で
は
、
駆
け

込
み
購
買
と
反
動
減
で
消
費
が
不
連
続
な

変
化
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
、

時
系
列
的
に
連
続
し
た
変
化
を
す
る
他
の

変
数
に
加
え
て
設
定
さ
れ
る
も
の
だ
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
下
で
、
労
働
生
産
性

の
低
下
に
よ
る
延
べ
就
業
時
間
の
増
加
と

い
う
構
造
的
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
と

の
先
入
観
の
強
い
判
断
に
基
づ
い
て
同
氏

は
ダ
ミ
ー
変
数
を
設
定
す
る
。
そ
し
て
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

・
ダ
ミ
ー
の
係
数
が
０

。

８
％
で
、
か
つ
１０
％
水
準
で
有
意

（関
係

性
が
偶
然
で
は
な
い
）
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
下
で
は
低
成
長
な
の
に

就
業
時
間
は
増
え
て
い
る
と
ひ
ね
り
出
し

「現
在
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
は
ほ
と
ん

ど
止
ま
り
、
そ
れ
が
就
業
時
間
の
拡
大
を

支
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
導
い
た
。

こ
れ
は
控
え
め
に
言

っ
て
も
、
か
な
り

恣
意
的
な
分
析
操
作
で
あ
る
。
私
自
身
が

同
氏
の
回
帰
分
析
を
同
じ
デ
ー
タ
で
再
現

し
た
と
こ
ろ
、
同
じ
前
提
と
期
間

（０１
～

‐６
年
）
で
は
、
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
を
得
た
。

し
か
し
な
ぜ
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

・
ダ
ミ
ー

変
数
の
設
定
は
１３
年
か
ら
で
は
な
く
１４
年

か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。
同
氏
の
説
明
は
な

い
。そ

こ
で
、

‐３
～
‐６
年
の
期
間
に
つ
い
て

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

・
ダ
ミ
ー
変
数
を
設
定
し

た
と
こ
ろ
、
ダ
ミ
ー
変
数
の
係
数
は
０

。

８
％
で
は
な
く
０

・
４
％
ま
で
下
が
り
、

し
か
も
変
数
間
の
有
意
性
は
Ю
％
水
準
で

確
認
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、

対
象
期
間
を
１
９
９
５

～

２
０
１
６
年

で
同
様
に
回
帰
す
る
と
、
係
数
の
値
は
さ

ら
に
下
が
り
、
有
意
性
は
全
く
確
認
で
き

な
く
な

っ
た
。
要
す
る
に

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス

・
ダ
ミ
ー
変
数
」
な
る
も
の
の
設
定
自

体
が
極
め
て
恣
意
的
な
の
だ
。

労
働
生
産
性
の
推
移
を
見
る
に
は
、
も

っ
と
簡
単
明
瞭
な
方
法
が
あ
る
。
通
常
、

労
働
生
産
性
の
変
化
は
、
１
単
位
労
働
時

間
に
生
み
出
さ
れ
る
付
加
価
値
（Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

の
変
化
で
計
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
同
氏

が
用
い
た
の
と
同
じ
デ
ー
タ
で
計
算
す
る

（実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
延
べ
就
業
時
間
で
割

っ

て
そ
の
変
化
を
測
る
）
と
、

１３
～
‐６
年
の

労
働
生
産
性
伸
び
率
は
平
均
１

・
３
％
で
、

０９
～
‐２
年
の
０

。
９
％
を
上
回

っ
て
い
る

の
だ

（０９
年
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後

の
大
不
況
で
労
働
生
産
性
は
落
ち
込
み
、

〈図表5〉延べ週間就業時間と労働生産性伸び率
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ヒ
ア
リ

最
近
、
ヒ
ア
リ
に
関
す
る
報
道
を
よ
く

目
に
す
る
。
ヒ
ア
リ
は
南
米
原
産
で
、
漢

字
で
は
火
蟻
、
英
語
で
は
お
Ｑ
】日
も
Ｒ
〔①
Ｑ

コ
お

”
ユ
と
い
う
。
刺
さ
れ
る
と
火
を
付

け
ら
れ
た
よ
う
に
痛

い
か
ら
火
蟻
で
、

ぃョ
０
９
一８

は
海
外

の
迷
惑
な
生
物
に
侵

入
さ
れ
た
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
に
違
い
な
い
。
既
に
国
中
に
広
が
っ
て

し
ま
っ
た
米
国
で
は
、
ヒ
ア
リ
に
刺
さ
れ

た
こ
と
で
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク

を
起
こ
し
て
死
亡
し
た
と
い
う
例
も
出
て

い
る
と
い
う
。
日
本
で
も
、
こ
の
７
月
下

旬
に
ヒ
ア
リ
に
刺
さ
れ
た
人
が
出
た
と
い

う
記
事
が
あ
っ
た
。
そ
の
痛
み
は
、
ク
ラ

ゲ
に
刺
さ
れ
た
時
と
似
た
よ
う
な
感
じ
だ

っ
た
と
い
う
。

ア
リ
は
生
物
学
的
に
は

ハ
チ
ロ

。
ス
ズ

メ
バ
チ
上
科

。
ア
リ
科
に
分
類
さ
れ
て
い

る
の
で
、
刺
さ
れ
る
の
は
別
に
不
思
議
で

も
何
で
も
な
い
の
だ
が
、
実
は
わ
れ
わ
れ

が
日
本
で
日
常
目
に
す
る
ア
リ
に
は
針
が

な
い
種
類
が
多
い
。
針
を
持
た
な
い
種
類

の
ア
リ
は
、
敵
を
攻
撃
す
る
際
に
は
尻
の

先
端
か
ら
毒
液
を
吹
き
か
け
る
。
人
間
に

と

っ
て
は
刺
激
的
な
臭

い
が
す
る
程
度
で
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
痛
み
を
感
じ
る
ほ
ど
に

は
至
ら
な
い
。
し
か
し
、
日
本
に
も
そ
の

名
の
通
り
針
を
持

つ
オ
オ
ハ
リ
ア
リ
を
は

じ
め
と
す
る
針
で
刺
す
タ
イ
プ
の
ア
リ
も

存
在
す
る
。
オ
オ
ハ
リ
ア
リ
に
刺
さ
れ
る

と
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
よ
う
な
痛
さ
で
、
場

合
に
よ
っ
て
は
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ

ッ
ク
を
起
こ
す
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
こ
の
点
は
ヒ
ア
リ
と
同
じ
だ
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
ア
リ
に
刺
さ

れ
て
死
者
が
出
た
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ

と
が
な
い
。

日
本
で
も
っ
と
大
き
な
被
害
が
出
て
い

る
の
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
を
筆
頭
と
す
る
ハ

チ
に
よ
る
攻
撃
だ
。
厚
生
労
働
省
の
人
口

動
態
調
査
に
よ
る
と
、
「
ス
ズ
メ
バ
チ
、

ジ
ガ
バ
チ
お
よ
び
ミ
ツ
バ
チ
と
の
接
触
に

よ
る
死
者
」
は
２
０
１
５
年
が
２３
人
で
、

毎
年
２０
人
前
後
の
死
者
が
出
て
い
る
。
刺

さ
れ
た
だ
け
の
人
の
数
は
恐
ら
く
毎
年
数

千
、
数
万
人
に
上
る
の
で
は
な
い
か
。
死

者
の
大
部
分
は
ス
ズ
メ
バ
チ
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
日
本
で
最
も
恐
ろ

し
い
毒
虫
は
ス
ズ
メ
バ
チ
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

こ
の
ス
ズ
メ
バ
チ
の

一
種
で
、
イ
ン
ド

不ヽ
シ
ア
原
産
の
ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ
が

日
本
に
侵
入
し
て
き
て
い
る
。
攻
撃
性
が

極
め
て
高
い
た
め
危
険
で
、
主
に
昆
虫
を

補
食
す
る
。
特
に
ミ
ツ
バ
チ
が
好
物
で
、

そ
の
巣
を
襲

っ
て
全
滅
さ
せ
て
し
ま
う
。

‐２
年
に
長
崎
県
対
馬
市
で
発
見
さ
れ
、
既

に
九
州
本
土
に
ま
で
生
息
域
が
拡
大
し
て

き
て
い
る
と
い
う
。

ヒ
ア
リ
や
ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ
は
、

船
の
積
荷
に
紛
れ
込
ん
で
日
本
に
や
っ
て

来
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
少
し
前
に
騒
が

れ
た
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
も
船
荷
に
付
い
て

や
っ
て
来
た
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
既

に
日
本
全
国
に
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う

だ
。こ

う
し
た
外
来
種
は
原
産
地
で
は
天
敵

が
存
在
す
る
の
で
、
そ
の
増
殖
が
抑
制
さ

れ
て
い
る
が
、
新
た
に
侵
入
し
た
地
域
に

は
そ
れ
が
存
在
し
な
い
の
で
、
爆
発
的
に

増
殖
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、

そ
れ
を
防
ぐ
の
は
人
間
し
か
い
な
い
。
不

作
為
と
は
い
え
、
人
間
の
活
動
が
こ
れ
ら

の
外
来
種
を
招
き
入
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

人
間
に
は
こ
れ
ら
の
増
殖
を
何
と
し
て
も

食
い
止
め
る
責
任
が
あ
る
。
経
済
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
は
結
構
だ
が
、
迷
惑
な
外
来
種

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
願
い
下
げ
だ
。

Ю
年
は
そ
の
反
動
で
上
昇
し
て
い
る
の
で
、

０９
～
‐２
年
で
平
均
を
計
算
し
た
）
。
つ
ま
り
、

こ
の
デ
ー
タ
を
前
提
に
す
る
限
り
、
同
氏

の
主
張
と
は
逆
に
、
労
働
生
産
性
の
停
滞

は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
下
で
は
な
く
、
む
し
ろ

民
主
党
政
権
下
で
生
じ
て
い
る
可
能
性
が

示
唆
さ
れ
る
の
だ
。

ま
と
め

現
在
ま
で
の
一雇
用
の
回
復
を
す
べ
て
安

倍
政
権
下
で
の
経
済

。
金
融
政
策
の
結
果

で
あ
る
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
逆
の
ト
ン
デ

モ
論
に
な
ろ
う
。
政
府
の
政
策
は
経
済
に

と
っ
て
主
要
で
は
あ
る
が
、　
一
つ
の
要
因

に
す
ぎ
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
上
で
現
状
を

素
直
に
総
括
す
る
限
り
、
景
気
回
復
が
持

続
し
た
結
果
、
日
本
経
済
の
課
題
は

「失

業
」
か
ら

「労
働
力
の
不
足
」
対
策
に
移

行
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
な
る
経

済
成
長
を
続
け
る
た
め
の
要
件
は
、
労
働

生
産
性
の
向
上
で
あ
る
。
可
能
な
対
策
は

複
数
あ
る
が
、
喫
緊
の
課
題
は
Ａ
Ｉ

・
ロ

ボ
ッ
ト
化
、
す
な
わ
ち
機
械
に
よ
る
労
働

力
の
代
替
、
そ
の
た
め
の
ソ
フ
ト
と

ハ
ー

ド
の
設
備
投
資
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
適

合
し
た
業
務
フ
ロ
ー
の
変
革
、
法
整
備
、

教
育
、
再
訓
練
等
で
あ
ろ
う
。
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